
芳名録の掲載について
※大正8年から昭和22年（芳名録第30巻）まで、本館創立以来約50年間分の記名者を記載する
※記帳事項は芳名録に記録されたもので、名刺や文章、絵、歌などの状況も記す

ただし著作権に関わるような形態の絵や歌、住所が特定できる番地などは掲載しない
※備考は本館で調査した加筆事項で、図書や新聞、インターネットの情報による
※文字が不明な場合は〓で表記する

備　考
月 日 職名など本館調査によるもの

T15 1926 10 6 蜷川　新 法学博士 同志社、駒澤大学教授　国際法　日本赤十字社顧問　格闘家武蔵の曾祖父
T15 1926 10 14 太田　喜二郎 洋画家　紫野洋画研究所創設　京都学芸大学教授
T15 1926 10 14 勧修寺　経雄 伯爵　貴族院議員　園芸研究家

T15 1926 10 15
Mary　Florence　
Denton

米人　教育者　宣教師　同志社女子部の母　同志社の宝　女子教育に尽力　居住したデント
ンハウスは多くの訪問者を迎えたサロンとして有名

T15 1926 10 15 Mihoe　Nobuhara 同行　＝信原三穂恵　同志社
T15 1926 10 15 Ｌ．Ｓ．Ｇ．Ｍｉｌｌｅｒ 同行　米人　九州学院　宣教師
T15 1926 10 16 明石　眞隆 熊本医科大学付属病院第1内科医長　熊本医科大学長　台湾台单医院長　感染病研究
T15 1926 10 16 太田原　豊一 同行　熊本医科大学教授　衛生学者　熊本医科大学長　東京帝国大学伝染病研究所
T15 1926 10 16 河野　〓〓 同行
T15 1926 10 16 宮下　耕圃 同行　感染症学　明治鉱業株式会社医長

T15 1926 10 16 土肥　慶蔵 参観　医学博士
皮膚科学　泌尿器科学　性病学　日本皮膚科学会創設　医史学　漢詩人　京都帝国大学教
授　九州医学大会特別講演の講師として

T15 1926 10 16 根岸　博 医学博士 同行　泌尿器科学　岡山医科大学教授　日本初の腎移植動物実験
T15 1926 10 16 三宅　勇 医学博士 同行　熊本医科大学付属病院皮膚泌尿器科医長
T15 1926 10 16 駒屋　銀治 同行　長崎医科大学皮膚泌尿器科教授
T15 1926 10 16 青木　大勇 医学博士 同行　長崎医科大学皮膚泌尿器科教授　ハンセン病研究
T15 1926 10 16 北村　精一 同行　長崎医科大学皮膚泌尿器科教授　長崎大学学長
T15 1926 10 16 行徳　健男 同行　眼科医　熊本医学校創設　熊本県医師会長　日本医師会初代副会長　衆議院議員
T15 1926 10 16 福田　令壽 同行　産婦人科医　熊本女学校長　熊本医師会長　大江高校校長　熊本市名誉市民
T15 1926 10 17 堀口　正文 第十二師団軍医部長 陸軍軍医少将
T15 1926 10 17 野口　雄三郎 医学博士 同行　甲状腺外科　別府野口病院院長
T15 1926 10 17 東條　〓〓 医学博士 同行
T15 1926 10 22 松本　高三郎 千葉医科大学長 精神病理学

T15 1926 10 23 三浦　周行
京都帝国大学文学部国史専攻学生見学旅行団代表　教
授

法制史　中古の家制度　史学方法論　社会経済史

T15 1926 10 23 西田　直二郎 教授 同行　文化史　歴史教育　京都大学名誉教授　滋賀大学、京都女子大学教授
T15 1926 10 23 中村　〓慎 同行

T15 1926 10 23 小葉田　淳 学生
同行　経済史（貨幣・鉱山・交通）　国立台湾大学副教授　京都大学、龍谷大学、京都女子
大学教授　住友史料館館長

T15 1926 10 23 柴田　實 学生　外十三名 文化史　石門心学　京都大学、関西大学、仏教大学教授
T15 1926 10 24 間部　彰 農林省技師 農政官僚　農産課長　農業技術協会会長
T15 1926 10 25 山本　勘助 東京市立第一女子校長 東京市立第一実科高等女学校校長　東京府立第九中学校校長

T15 1926 10 26 竹越　與三郎
ジャーナリスト　歴史家　思想家　衆議院議員　枢密顧問官　貴族院勅撰議員　宮内省臨時
帝室編修局編修官長　市内で複数講演

T15 1926 10 26 鈴木　一 農林属 農林省山林局長　侍従次長　外務省出入国管理庁長官　鈴木貫太郎首相の長男
T15 1926 10 26 内田　代義 大分県西国東郡　桂陽小学校
T15 1926 10 26 山田　卓一 高田校 同行
T15 1926 10 26 木村　孝助 河内校 同行
T15 1926 10 26 広岩　了 田染校 同行
T15 1926 10 26 柏木　𤄃 田原校 同行
T15 1926 10 26 柳　静雄 東都甲校 同行
T15 1926 10 26 幡　福十郎 西都甲校 同行
T15 1926 10 26 土〓　忠 草地校 同行
T15 1926 10 26 日野　昇 呉崎校 同行
T15 1926 10 26 〓延　浜郎 真玉校 同行
T15 1926 10 26 東　敏彦 上真玉校 同行
T15 1926 10 26 小野　与十郎 臼野校 同行
T15 1926 10 26 正木　高義 三浦校 同行
T15 1926 10 26 柳本　亀吉 香々地校 同行
T15 1926 10 26 猪俣　弥議 三重校 同行
T15 1926 10 28 坂本　俊篤 海軍中将 男爵　貴族院議員　海軍大学校の父

T15 1926 11 1 古川　大航
日本仏教団　静岡県清見寺住職　中華文化字教視〓〓　
〓〓

臨済宗妙心寺管長　書道家

T15 1926 11 4 大倉　和親
日本陶器合名会社（ノリタケカンパニー）、東洋陶器、日本硝子、伊奈製陶株式会社（ＬＩｘＩＬ）
創設、社長

T15 1926 11 4 大倉　繁子 同行　和親の妻
T15 1926 11 4 大倉　治代 同行
T15 1926 11 4 森田　恵三郎 日本製鉄鉱業株式会社社長
T15 1926 11 4 片川　悦蔵 岡山県津山高等女学校長 同行
T15 1926 11 5 山下　彬麿 別府市日吉道 弁護士　「豊後追分」作詞・作曲
T15 1926 11 12 Hary　h　hilling

T15 1926 11 12 栗田　元次
広島高等師範学校歴史科　修学旅行団　教授　外学生
十二名

歴史学者　近世史　広島文理大学教授

T15 1926 11 13
Floriouovuues　
Sereina

外4名

T15 1926 11 30 上村　睿 朝鮮総督府文書課
T15 1926 12 2 田中　敬 東北帝国大学司書官 図書学研究　図書館教育　近畿大学図書館長
T15 1926 11 7 清浦　奎吾 支那漫遊帰途寄港参観　時年喜寿 政治家　貴族院議員 伯爵　23代首相　司法大臣　内務大臣　枢密院議長
T15 1926 11 7 西野　元 同行　秘書　大蔵次官　貴族院勅撰議員　枢密顧問官　日本勧業銀行総裁
T15 1926 11 7 大森　憲太 同行　内科医　栄養学者　慶應義塾大学病院長　日本栄養・食糧学会初代会長

T15 1926 11 7 金子　武麿
同行　秘書　貴族院議員　伯爵　電気化学工業常務取締役　内閣書記官　司法大臣金子堅
太郞の長男

T15 1926 11 13 桜井　忠温 陸軍省新聞班長　のち陸軍少将　翻訳家　作家　画家　翻訳家桜井鴎村の実弟
T15 1926 11 17 武田　米太郎 陸軍大佐　第20師団兵器部長　与謝野鉄幹の甥
T15 1926 11 17 加勢　清雄 宮崎県知事 大阪博覧会でカボチャの宣伝「なんきん知事」　元福島県、高知県知事
T15 1926 12 6 安澤　六郎 牧師
T15 1926 12 6 Walter　W　Krider 同行　米人　沖縄キリスト教会理事長
T15 1926 12 6 大澤　達 京都帝国大学助教授　医学博士 外科医
T15 1926 12 6 安野　吉郎 長崎医科大学講師 同行　京都帝国大学耳鼻咽喉科
T15 1926 12 19 新城　新蔵 京都帝国大学教授 天文学者　宇宙物理学　中国科学史　京都帝国大学総長
T15 1926 12 19 酒井　英之 外務省
T15 1926 12 L　Beggallay
T15 1926 12 23 堤　長達

S1 1926 12 30 林　靖一 鉄道図書館主事
京城の鉄道図書館初代館長　日本交通協会図書館館長　図書館経営、図書館学の研究　
開架図書の創始

S1 1926 12 30 吉田　實 同行
S1 1926 12 30 佐竹　寅雄 同行
S1 1926 12 30 赤松　正 同行
S1 1926 12 30 増田　憲二 同行
S1 1926 12 30 小西　作平 同行

S2 1927 1 3 広田　弘毅 和蘭駐劉公使
外務省欧州局長　ソ連特命全権大使　外務大臣　32代首相　民間人唯一のA級戦犯として
処刑

S2 1927 1 3 蓮沼　義之 仝国公使館書記生 同行
S2 1927 1 4 杉村　広太郎 朝日新聞社 新聞記者　縮刷版、索引部、記事審査部などの創設　日刊アサヒグラフ創刊　号：楚人冠
S2 1927 1 6 岡島　邦之 奈良育英高等女学校
S2 1927 1 16 中尾　忠彦 陸軍歩兵少佐 舞鶴要塞司令官　のち陸軍少将　新義州地区司令官　シベリア抑留
S2 1927 1 20 松倉　鐵蔵 台湾総督府博物館員
S2 1927 1 21 住野　良三 商工省保険事務官
S2 1927 1 21 山田　良光 商工省属
S2 1927 1 23 徳川　武定 海軍造船少佐　子爵 工学博士　海軍技術中将　海軍技術研究所所長　松戸徳川家当主　子爵

S2 1927 2 16 W.Elliot.Griffis
お雇い外国人　米人　福井藩明新館、大学单校で物理・化学を教授　アメリカで日本紹介　
50余年ぶりに来日

S2 1927 2 16 青島　大一 春洋丸船長 太平洋航路
S2 1927 2 16 伊藤　駿児 サイベリア丸船長 同行　太平洋航路
S2 1927 2 16 尾形　正平 郵船会社長崎支店長 同行　日本郵船会社

S2 1927 2 17 鹿子木　員信 九州帝国大学教授
哲学　慶應義塾大学山岳部初代部長　海軍中尉　大日本言論報国会事務局長　国粋主義
者

S2 1927 2 19 J.Yokoyama Pray
S2 1927 2 20 秀嶋 大村連隊区司令官　大佐 ＝秀嶋卯市　歩兵大佐

S2 1927 2 20 脇本　楽之軒
本名：脇本十九郎（そくろう）　美術史家　美術攻究会創設　東京芸術大学教授　国立博物
館次長

S2 1927 2 22 中川　一男 東京高等師範学校教授 東京女子高等師範学校教諭　西洋史学
S2 1927 2 24 佐瀬　復三 朝鮮総督府〓属 平安北道宣川郡
S2 1927 2 24 三宅　剛三 仝　道視学 同行　平安北道内務部学事課
S2 1927 2 27 柴原　魏象 京都市立美術工芸学校教諭 日本画家　四条派　本名：柴原魏造　別号：希祥　俳人　地方政治家柴原宗助の4男
S2 1927 3 1 目　政人 山口県属
S2 1927 3 2 伊庭　保民 農林技師
S2 1927 3 2 諏訪　寶壽 農林技手 同行

S2 1927 3 2 永山　正雄 農林技手 同行

S2 1927 3 2 頼　惇吾 海軍造兵大尉 のち海軍技術少将　魚雷開発　シチズン時計技術開発　頼山陽の叔父の末裔
S2 1927 3 2 星野　倉吉 海軍中佐 同行　のち海軍大佐
S2 1927 3 3 岡　乙治郎 地方事務官　山口県勤務 大津郡長

記帳事項
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年
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芳名録の掲載について
※大正8年から昭和22年（芳名録第30巻）まで、本館創立以来約50年間分の記名者を記載する
※記帳事項は芳名録に記録されたもので、名刺や文章、絵、歌などの状況も記す

ただし著作権に関わるような形態の絵や歌、住所が特定できる番地などは掲載しない
※備考は本館で調査した加筆事項で、図書や新聞、インターネットの情報による
※文字が不明な場合は〓で表記する

備　考
月 日 職名など本館調査によるもの

T15 1926 10 6 蜷川　新 法学博士 同志社、駒澤大学教授　国際法　日本赤十字社顧問　格闘家武蔵の曾祖父
T15 1926 10 14 太田　喜二郎 洋画家　紫野洋画研究所創設　京都学芸大学教授
T15 1926 10 14 勧修寺　経雄 伯爵　貴族院議員　園芸研究家

T15 1926 10 15
Mary　Florence　
Denton

米人　教育者　宣教師　同志社女子部の母　同志社の宝　女子教育に尽力　居住したデント
ンハウスは多くの訪問者を迎えたサロンとして有名

T15 1926 10 15 Mihoe　Nobuhara 同行　＝信原三穂恵　同志社
T15 1926 10 15 Ｌ．Ｓ．Ｇ．Ｍｉｌｌｅｒ 同行　米人　九州学院　宣教師
T15 1926 10 16 明石　眞隆 熊本医科大学付属病院第1内科医長　熊本医科大学長　台湾台单医院長　感染病研究
T15 1926 10 16 太田原　豊一 同行　熊本医科大学教授　衛生学者　熊本医科大学長　東京帝国大学伝染病研究所
T15 1926 10 16 河野　〓〓 同行
T15 1926 10 16 宮下　耕圃 同行　感染症学　明治鉱業株式会社医長

T15 1926 10 16 土肥　慶蔵 参観　医学博士
皮膚科学　泌尿器科学　性病学　日本皮膚科学会創設　医史学　漢詩人　京都帝国大学教
授　九州医学大会特別講演の講師として

T15 1926 10 16 根岸　博 医学博士 同行　泌尿器科学　岡山医科大学教授　日本初の腎移植動物実験
T15 1926 10 16 三宅　勇 医学博士 同行　熊本医科大学付属病院皮膚泌尿器科医長
T15 1926 10 16 駒屋　銀治 同行　長崎医科大学皮膚泌尿器科教授
T15 1926 10 16 青木　大勇 医学博士 同行　長崎医科大学皮膚泌尿器科教授　ハンセン病研究
T15 1926 10 16 北村　精一 同行　長崎医科大学皮膚泌尿器科教授　長崎大学学長
T15 1926 10 16 行徳　健男 同行　眼科医　熊本医学校創設　熊本県医師会長　日本医師会初代副会長　衆議院議員
T15 1926 10 16 福田　令壽 同行　産婦人科医　熊本女学校長　熊本医師会長　大江高校校長　熊本市名誉市民
T15 1926 10 17 堀口　正文 第十二師団軍医部長 陸軍軍医少将
T15 1926 10 17 野口　雄三郎 医学博士 同行　甲状腺外科　別府野口病院院長
T15 1926 10 17 東條　〓〓 医学博士 同行
T15 1926 10 22 松本　高三郎 千葉医科大学長 精神病理学

T15 1926 10 23 三浦　周行
京都帝国大学文学部国史専攻学生見学旅行団代表　教
授

法制史　中古の家制度　史学方法論　社会経済史

T15 1926 10 23 西田　直二郎 教授 同行　文化史　歴史教育　京都大学名誉教授　滋賀大学、京都女子大学教授
T15 1926 10 23 中村　〓慎 同行

T15 1926 10 23 小葉田　淳 学生
同行　経済史（貨幣・鉱山・交通）　国立台湾大学副教授　京都大学、龍谷大学、京都女子
大学教授　住友史料館館長

T15 1926 10 23 柴田　實 学生　外十三名 文化史　石門心学　京都大学、関西大学、仏教大学教授
T15 1926 10 24 間部　彰 農林省技師 農政官僚　農産課長　農業技術協会会長
T15 1926 10 25 山本　勘助 東京市立第一女子校長 東京市立第一実科高等女学校校長　東京府立第九中学校校長

T15 1926 10 26 竹越　與三郎
ジャーナリスト　歴史家　思想家　衆議院議員　枢密顧問官　貴族院勅撰議員　宮内省臨時
帝室編修局編修官長　市内で複数講演

T15 1926 10 26 鈴木　一 農林属 農林省山林局長　侍従次長　外務省出入国管理庁長官　鈴木貫太郎首相の長男
T15 1926 10 26 内田　代義 大分県西国東郡　桂陽小学校
T15 1926 10 26 山田　卓一 高田校 同行
T15 1926 10 26 木村　孝助 河内校 同行
T15 1926 10 26 広岩　了 田染校 同行
T15 1926 10 26 柏木　𤄃 田原校 同行
T15 1926 10 26 柳　静雄 東都甲校 同行
T15 1926 10 26 幡　福十郎 西都甲校 同行
T15 1926 10 26 土〓　忠 草地校 同行
T15 1926 10 26 日野　昇 呉崎校 同行
T15 1926 10 26 〓延　浜郎 真玉校 同行
T15 1926 10 26 東　敏彦 上真玉校 同行
T15 1926 10 26 小野　与十郎 臼野校 同行
T15 1926 10 26 正木　高義 三浦校 同行
T15 1926 10 26 柳本　亀吉 香々地校 同行
T15 1926 10 26 猪俣　弥議 三重校 同行
T15 1926 10 28 坂本　俊篤 海軍中将 男爵　貴族院議員　海軍大学校の父

T15 1926 11 1 古川　大航
日本仏教団　静岡県清見寺住職　中華文化字教視〓〓　
〓〓

臨済宗妙心寺管長　書道家

T15 1926 11 4 大倉　和親
日本陶器合名会社（ノリタケカンパニー）、東洋陶器、日本硝子、伊奈製陶株式会社（ＬＩｘＩＬ）
創設、社長

T15 1926 11 4 大倉　繁子 同行　和親の妻
T15 1926 11 4 大倉　治代 同行
T15 1926 11 4 森田　恵三郎 日本製鉄鉱業株式会社社長
T15 1926 11 4 片川　悦蔵 岡山県津山高等女学校長 同行
T15 1926 11 5 山下　彬麿 別府市日吉道 弁護士　「豊後追分」作詞・作曲
T15 1926 11 12 Hary　h　hilling

T15 1926 11 12 栗田　元次
広島高等師範学校歴史科　修学旅行団　教授　外学生
十二名

歴史学者　近世史　広島文理大学教授

T15 1926 11 13
Floriouovuues　
Sereina

外4名

T15 1926 11 30 上村　睿 朝鮮総督府文書課
T15 1926 12 2 田中　敬 東北帝国大学司書官 図書学研究　図書館教育　近畿大学図書館長
T15 1926 11 7 清浦　奎吾 支那漫遊帰途寄港参観　時年喜寿 政治家　貴族院議員 伯爵　23代首相　司法大臣　内務大臣　枢密院議長
T15 1926 11 7 西野　元 同行　秘書　大蔵次官　貴族院勅撰議員　枢密顧問官　日本勧業銀行総裁
T15 1926 11 7 大森　憲太 同行　内科医　栄養学者　慶應義塾大学病院長　日本栄養・食糧学会初代会長

T15 1926 11 7 金子　武麿
同行　秘書　貴族院議員　伯爵　電気化学工業常務取締役　内閣書記官　司法大臣金子堅
太郞の長男

T15 1926 11 13 桜井　忠温 陸軍省新聞班長　のち陸軍少将　翻訳家　作家　画家　翻訳家桜井鴎村の実弟
T15 1926 11 17 武田　米太郎 陸軍大佐　第20師団兵器部長　与謝野鉄幹の甥
T15 1926 11 17 加勢　清雄 宮崎県知事 大阪博覧会でカボチャの宣伝「なんきん知事」　元福島県、高知県知事
T15 1926 12 6 安澤　六郎 牧師
T15 1926 12 6 Walter　W　Krider 同行　米人　沖縄キリスト教会理事長
T15 1926 12 6 大澤　達 京都帝国大学助教授　医学博士 外科医
T15 1926 12 6 安野　吉郎 長崎医科大学講師 同行　京都帝国大学耳鼻咽喉科
T15 1926 12 19 新城　新蔵 京都帝国大学教授 天文学者　宇宙物理学　中国科学史　京都帝国大学総長
T15 1926 12 19 酒井　英之 外務省
T15 1926 12 L　Beggallay
T15 1926 12 23 堤　長達

S1 1926 12 30 林　靖一 鉄道図書館主事
京城の鉄道図書館初代館長　日本交通協会図書館館長　図書館経営、図書館学の研究　
開架図書の創始

S1 1926 12 30 吉田　實 同行
S1 1926 12 30 佐竹　寅雄 同行
S1 1926 12 30 赤松　正 同行
S1 1926 12 30 増田　憲二 同行
S1 1926 12 30 小西　作平 同行

S2 1927 1 3 広田　弘毅 和蘭駐劉公使
外務省欧州局長　ソ連特命全権大使　外務大臣　32代首相　民間人唯一のA級戦犯として
処刑

S2 1927 1 3 蓮沼　義之 仝国公使館書記生 同行
S2 1927 1 4 杉村　広太郎 朝日新聞社 新聞記者　縮刷版、索引部、記事審査部などの創設　日刊アサヒグラフ創刊　号：楚人冠
S2 1927 1 6 岡島　邦之 奈良育英高等女学校
S2 1927 1 16 中尾　忠彦 陸軍歩兵少佐 舞鶴要塞司令官　のち陸軍少将　新義州地区司令官　シベリア抑留
S2 1927 1 20 松倉　鐵蔵 台湾総督府博物館員
S2 1927 1 21 住野　良三 商工省保険事務官
S2 1927 1 21 山田　良光 商工省属
S2 1927 1 23 徳川　武定 海軍造船少佐　子爵 工学博士　海軍技術中将　海軍技術研究所所長　松戸徳川家当主　子爵

S2 1927 2 16 W.Elliot.Griffis
お雇い外国人　米人　福井藩明新館、大学单校で物理・化学を教授　アメリカで日本紹介　
50余年ぶりに来日

S2 1927 2 16 青島　大一 春洋丸船長 太平洋航路
S2 1927 2 16 伊藤　駿児 サイベリア丸船長 同行　太平洋航路
S2 1927 2 16 尾形　正平 郵船会社長崎支店長 同行　日本郵船会社

S2 1927 2 17 鹿子木　員信 九州帝国大学教授
哲学　慶應義塾大学山岳部初代部長　海軍中尉　大日本言論報国会事務局長　国粋主義
者

S2 1927 2 19 J.Yokoyama Pray
S2 1927 2 20 秀嶋 大村連隊区司令官　大佐 ＝秀嶋卯市　歩兵大佐

S2 1927 2 20 脇本　楽之軒
本名：脇本十九郎（そくろう）　美術史家　美術攻究会創設　東京芸術大学教授　国立博物
館次長

S2 1927 2 22 中川　一男 東京高等師範学校教授 東京女子高等師範学校教諭　西洋史学
S2 1927 2 24 佐瀬　復三 朝鮮総督府〓属 平安北道宣川郡
S2 1927 2 24 三宅　剛三 仝　道視学 同行　平安北道内務部学事課
S2 1927 2 27 柴原　魏象 京都市立美術工芸学校教諭 日本画家　四条派　本名：柴原魏造　別号：希祥　俳人　地方政治家柴原宗助の4男
S2 1927 3 1 目　政人 山口県属
S2 1927 3 2 伊庭　保民 農林技師
S2 1927 3 2 諏訪　寶壽 農林技手 同行

S2 1927 3 2 永山　正雄 農林技手 同行

S2 1927 3 2 頼　惇吾 海軍造兵大尉 のち海軍技術少将　魚雷開発　シチズン時計技術開発　頼山陽の叔父の末裔
S2 1927 3 2 星野　倉吉 海軍中佐 同行　のち海軍大佐
S2 1927 3 3 岡　乙治郎 地方事務官　山口県勤務 大津郡長

記帳事項
来館日

年
氏　　　名

芳名
録巻

12



芳名録の掲載について
※大正8年から昭和22年（芳名録第30巻）まで、本館創立以来約50年間分の記名者を記載する
※記帳事項は芳名録に記録されたもので、名刺や文章、絵、歌などの状況も記す

ただし著作権に関わるような形態の絵や歌、住所が特定できる番地などは掲載しない
※備考は本館で調査した加筆事項で、図書や新聞、インターネットの情報による
※文字が不明な場合は〓で表記する

備　考
月 日 職名など本館調査によるもの

T15 1926 10 6 蜷川　新 法学博士 同志社、駒澤大学教授　国際法　日本赤十字社顧問　格闘家武蔵の曾祖父
T15 1926 10 14 太田　喜二郎 洋画家　紫野洋画研究所創設　京都学芸大学教授
T15 1926 10 14 勧修寺　経雄 伯爵　貴族院議員　園芸研究家

T15 1926 10 15
Mary　Florence　
Denton

米人　教育者　宣教師　同志社女子部の母　同志社の宝　女子教育に尽力　居住したデント
ンハウスは多くの訪問者を迎えたサロンとして有名

T15 1926 10 15 Mihoe　Nobuhara 同行　＝信原三穂恵　同志社
T15 1926 10 15 Ｌ．Ｓ．Ｇ．Ｍｉｌｌｅｒ 同行　米人　九州学院　宣教師
T15 1926 10 16 明石　眞隆 熊本医科大学付属病院第1内科医長　熊本医科大学長　台湾台单医院長　感染病研究
T15 1926 10 16 太田原　豊一 同行　熊本医科大学教授　衛生学者　熊本医科大学長　東京帝国大学伝染病研究所
T15 1926 10 16 河野　〓〓 同行
T15 1926 10 16 宮下　耕圃 同行　感染症学　明治鉱業株式会社医長

T15 1926 10 16 土肥　慶蔵 参観　医学博士
皮膚科学　泌尿器科学　性病学　日本皮膚科学会創設　医史学　漢詩人　京都帝国大学教
授　九州医学大会特別講演の講師として

T15 1926 10 16 根岸　博 医学博士 同行　泌尿器科学　岡山医科大学教授　日本初の腎移植動物実験
T15 1926 10 16 三宅　勇 医学博士 同行　熊本医科大学付属病院皮膚泌尿器科医長
T15 1926 10 16 駒屋　銀治 同行　長崎医科大学皮膚泌尿器科教授
T15 1926 10 16 青木　大勇 医学博士 同行　長崎医科大学皮膚泌尿器科教授　ハンセン病研究
T15 1926 10 16 北村　精一 同行　長崎医科大学皮膚泌尿器科教授　長崎大学学長
T15 1926 10 16 行徳　健男 同行　眼科医　熊本医学校創設　熊本県医師会長　日本医師会初代副会長　衆議院議員
T15 1926 10 16 福田　令壽 同行　産婦人科医　熊本女学校長　熊本医師会長　大江高校校長　熊本市名誉市民
T15 1926 10 17 堀口　正文 第十二師団軍医部長 陸軍軍医少将
T15 1926 10 17 野口　雄三郎 医学博士 同行　甲状腺外科　別府野口病院院長
T15 1926 10 17 東條　〓〓 医学博士 同行
T15 1926 10 22 松本　高三郎 千葉医科大学長 精神病理学

T15 1926 10 23 三浦　周行
京都帝国大学文学部国史専攻学生見学旅行団代表　教
授

法制史　中古の家制度　史学方法論　社会経済史

T15 1926 10 23 西田　直二郎 教授 同行　文化史　歴史教育　京都大学名誉教授　滋賀大学、京都女子大学教授
T15 1926 10 23 中村　〓慎 同行

T15 1926 10 23 小葉田　淳 学生
同行　経済史（貨幣・鉱山・交通）　国立台湾大学副教授　京都大学、龍谷大学、京都女子
大学教授　住友史料館館長

T15 1926 10 23 柴田　實 学生　外十三名 文化史　石門心学　京都大学、関西大学、仏教大学教授
T15 1926 10 24 間部　彰 農林省技師 農政官僚　農産課長　農業技術協会会長
T15 1926 10 25 山本　勘助 東京市立第一女子校長 東京市立第一実科高等女学校校長　東京府立第九中学校校長

T15 1926 10 26 竹越　與三郎
ジャーナリスト　歴史家　思想家　衆議院議員　枢密顧問官　貴族院勅撰議員　宮内省臨時
帝室編修局編修官長　市内で複数講演

T15 1926 10 26 鈴木　一 農林属 農林省山林局長　侍従次長　外務省出入国管理庁長官　鈴木貫太郎首相の長男
T15 1926 10 26 内田　代義 大分県西国東郡　桂陽小学校
T15 1926 10 26 山田　卓一 高田校 同行
T15 1926 10 26 木村　孝助 河内校 同行
T15 1926 10 26 広岩　了 田染校 同行
T15 1926 10 26 柏木　𤄃 田原校 同行
T15 1926 10 26 柳　静雄 東都甲校 同行
T15 1926 10 26 幡　福十郎 西都甲校 同行
T15 1926 10 26 土〓　忠 草地校 同行
T15 1926 10 26 日野　昇 呉崎校 同行
T15 1926 10 26 〓延　浜郎 真玉校 同行
T15 1926 10 26 東　敏彦 上真玉校 同行
T15 1926 10 26 小野　与十郎 臼野校 同行
T15 1926 10 26 正木　高義 三浦校 同行
T15 1926 10 26 柳本　亀吉 香々地校 同行
T15 1926 10 26 猪俣　弥議 三重校 同行
T15 1926 10 28 坂本　俊篤 海軍中将 男爵　貴族院議員　海軍大学校の父

T15 1926 11 1 古川　大航
日本仏教団　静岡県清見寺住職　中華文化字教視〓〓　
〓〓

臨済宗妙心寺管長　書道家

T15 1926 11 4 大倉　和親
日本陶器合名会社（ノリタケカンパニー）、東洋陶器、日本硝子、伊奈製陶株式会社（ＬＩｘＩＬ）
創設、社長

T15 1926 11 4 大倉　繁子 同行　和親の妻
T15 1926 11 4 大倉　治代 同行
T15 1926 11 4 森田　恵三郎 日本製鉄鉱業株式会社社長
T15 1926 11 4 片川　悦蔵 岡山県津山高等女学校長 同行
T15 1926 11 5 山下　彬麿 別府市日吉道 弁護士　「豊後追分」作詞・作曲
T15 1926 11 12 Hary　h　hilling

T15 1926 11 12 栗田　元次
広島高等師範学校歴史科　修学旅行団　教授　外学生
十二名

歴史学者　近世史　広島文理大学教授

T15 1926 11 13
Floriouovuues　
Sereina

外4名

T15 1926 11 30 上村　睿 朝鮮総督府文書課
T15 1926 12 2 田中　敬 東北帝国大学司書官 図書学研究　図書館教育　近畿大学図書館長
T15 1926 11 7 清浦　奎吾 支那漫遊帰途寄港参観　時年喜寿 政治家　貴族院議員 伯爵　23代首相　司法大臣　内務大臣　枢密院議長
T15 1926 11 7 西野　元 同行　秘書　大蔵次官　貴族院勅撰議員　枢密顧問官　日本勧業銀行総裁
T15 1926 11 7 大森　憲太 同行　内科医　栄養学者　慶應義塾大学病院長　日本栄養・食糧学会初代会長

T15 1926 11 7 金子　武麿
同行　秘書　貴族院議員　伯爵　電気化学工業常務取締役　内閣書記官　司法大臣金子堅
太郞の長男

T15 1926 11 13 桜井　忠温 陸軍省新聞班長　のち陸軍少将　翻訳家　作家　画家　翻訳家桜井鴎村の実弟
T15 1926 11 17 武田　米太郎 陸軍大佐　第20師団兵器部長　与謝野鉄幹の甥
T15 1926 11 17 加勢　清雄 宮崎県知事 大阪博覧会でカボチャの宣伝「なんきん知事」　元福島県、高知県知事
T15 1926 12 6 安澤　六郎 牧師
T15 1926 12 6 Walter　W　Krider 同行　米人　沖縄キリスト教会理事長
T15 1926 12 6 大澤　達 京都帝国大学助教授　医学博士 外科医
T15 1926 12 6 安野　吉郎 長崎医科大学講師 同行　京都帝国大学耳鼻咽喉科
T15 1926 12 19 新城　新蔵 京都帝国大学教授 天文学者　宇宙物理学　中国科学史　京都帝国大学総長
T15 1926 12 19 酒井　英之 外務省
T15 1926 12 L　Beggallay
T15 1926 12 23 堤　長達

S1 1926 12 30 林　靖一 鉄道図書館主事
京城の鉄道図書館初代館長　日本交通協会図書館館長　図書館経営、図書館学の研究　
開架図書の創始

S1 1926 12 30 吉田　實 同行
S1 1926 12 30 佐竹　寅雄 同行
S1 1926 12 30 赤松　正 同行
S1 1926 12 30 増田　憲二 同行
S1 1926 12 30 小西　作平 同行

S2 1927 1 3 広田　弘毅 和蘭駐劉公使
外務省欧州局長　ソ連特命全権大使　外務大臣　32代首相　民間人唯一のA級戦犯として
処刑

S2 1927 1 3 蓮沼　義之 仝国公使館書記生 同行
S2 1927 1 4 杉村　広太郎 朝日新聞社 新聞記者　縮刷版、索引部、記事審査部などの創設　日刊アサヒグラフ創刊　号：楚人冠
S2 1927 1 6 岡島　邦之 奈良育英高等女学校
S2 1927 1 16 中尾　忠彦 陸軍歩兵少佐 舞鶴要塞司令官　のち陸軍少将　新義州地区司令官　シベリア抑留
S2 1927 1 20 松倉　鐵蔵 台湾総督府博物館員
S2 1927 1 21 住野　良三 商工省保険事務官
S2 1927 1 21 山田　良光 商工省属
S2 1927 1 23 徳川　武定 海軍造船少佐　子爵 工学博士　海軍技術中将　海軍技術研究所所長　松戸徳川家当主　子爵

S2 1927 2 16 W.Elliot.Griffis
お雇い外国人　米人　福井藩明新館、大学单校で物理・化学を教授　アメリカで日本紹介　
50余年ぶりに来日

S2 1927 2 16 青島　大一 春洋丸船長 太平洋航路
S2 1927 2 16 伊藤　駿児 サイベリア丸船長 同行　太平洋航路
S2 1927 2 16 尾形　正平 郵船会社長崎支店長 同行　日本郵船会社

S2 1927 2 17 鹿子木　員信 九州帝国大学教授
哲学　慶應義塾大学山岳部初代部長　海軍中尉　大日本言論報国会事務局長　国粋主義
者

S2 1927 2 19 J.Yokoyama Pray
S2 1927 2 20 秀嶋 大村連隊区司令官　大佐 ＝秀嶋卯市　歩兵大佐

S2 1927 2 20 脇本　楽之軒
本名：脇本十九郎（そくろう）　美術史家　美術攻究会創設　東京芸術大学教授　国立博物
館次長

S2 1927 2 22 中川　一男 東京高等師範学校教授 東京女子高等師範学校教諭　西洋史学
S2 1927 2 24 佐瀬　復三 朝鮮総督府〓属 平安北道宣川郡
S2 1927 2 24 三宅　剛三 仝　道視学 同行　平安北道内務部学事課
S2 1927 2 27 柴原　魏象 京都市立美術工芸学校教諭 日本画家　四条派　本名：柴原魏造　別号：希祥　俳人　地方政治家柴原宗助の4男
S2 1927 3 1 目　政人 山口県属
S2 1927 3 2 伊庭　保民 農林技師
S2 1927 3 2 諏訪　寶壽 農林技手 同行

S2 1927 3 2 永山　正雄 農林技手 同行

S2 1927 3 2 頼　惇吾 海軍造兵大尉 のち海軍技術少将　魚雷開発　シチズン時計技術開発　頼山陽の叔父の末裔
S2 1927 3 2 星野　倉吉 海軍中佐 同行　のち海軍大佐
S2 1927 3 3 岡　乙治郎 地方事務官　山口県勤務 大津郡長

記帳事項
来館日

年
氏　　　名

芳名
録巻
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